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C ―49　袖山 のいせ こ みｒ 関する研 究　　 最大い せ こ み量Ｋついて

東京学 芸大　 石毛フ ミ子　 ○鳴海多 恵子　 文 教大家政　 松 田歌 子

学習院 女短大　 増 田よし 子

目 的　　 本実 験では ，袖山 におけ る縫製 技術を より 簡単に. かっ確 実に するた めに, い

せこ みにっい て 研究を 行い ，袖付け 作業 の能率化 を 図ることを 目的 とし ，実 験 ９考察を行

った。

実験方法　　　実｡験 材料は, 毛 ，綿の平織を 用い ，各材料から ，た て ，よこ ，斜方向に,

長さ1     5　cm　，幅1  0　cm の試料布を ５枚 づっ 裁断し ，い せ こ み試長は　１０　cm　とした。

縫代は １ cm　とし ，い せこみ のため の ぐし縫い は.  ミシヅ を 使い ，織糸 が1  ~ 3 本人い る

程度 の細かい針目　で縫い ，下 糸を 引いてい せこみ を入 れた。

結果　 いせこ みは ，ぐし 縫い に よっ て ，織 糸空隙を縮めた ものであ る ところ から ，い せ

こ み量は 空隙量 に関係が 深い と考え た。　Ｉ　cm 当たり の 織糸空 隙量は,

Ｉ　cm　一糸密 度（*し^ ）×織糸 直径（cm    ）}で表 わさ れ ，そ れ よりぐし縫 い 糸 の太さ

分を 除いた量が 計算 上 のい せ £ みの最大限 度と考え ら れる。 試料 布ｒ よる実験のい せこ み

量 と ，計算上 の織糸空隙量 と を比較す ると ，空 隙量 が多'く なるほ ど相関が高 くな るこ とが

確 かめられた 。 今 後は袖山のいせ こ み 分量に,    これを応用し ，検 討を 試みたい と 考え る。
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C －50　 体 型 と 素 材 に 基 づ く 大 裁 長 着・ 衿付 け 方 法（ 第1 報 ）

東 京 家 政 大 ○ 神 田 和 子　 湘 北 短 大　 本田 雪 子　　 東 京 農 工 大　 木 下 陸 肥 路

〔 目 的 丿　和 服 の 寸法 は 経 験 的 に 定 め ら れ た も の が 多 く 、 且つ 教 科 書 に よ うて 異る ので 教 育

指 導 上 不 都 合 な こ と が あ る 。私 達は 大 裁 長着　の 衿の 縫製 に つい て教 育 的 見 地 か ら 縫 製 が 容

易 で 理 解 し や す い 方 法 を 見出 す た めに 研 究 を 続 け て きた 。 今 回 は衿 肩 明 と 繰 越 寸 法 を 着装

時 の 好 み に 従 っ て 頼 囲り 寸 法 か ら 割 出 し 、 衿 の 標 付 け を 布 の 伸び と 厚 さ な ど の 素 材 の性 質

と 人 体 の 曲 線 長（ 体 型 ）に 基づ い て行 う方 法 を 考 案 す る 。

〔 方 法丿 採 寸 方 法： 着 装時 に お け る 衿 付 線 の頼 椎 点 か ら の 下 り 寸 法（ｄｌ ）と 頼 付 根 点 か ら

の 離 れ 寸 法（ ｄ２ ）と を 指 定 す る 。 材 料の 経 布 目 を 背 面 正 中 線 に合 わ せ 体 表 に 布 を 沿わ せ て

頼 付 根 点 に 標 を 付 け 肩 山 線 に沿・ てdl の 点（ Ｐ ）に 標 を 付 け る。　布 を 平 面 上 に 置きP 点 か

ら そ の 経 布 目 に 下 し た 垂 線 の 足 をP2 と す る。(P,P2 +  di  ） 寸 法* 上 り 繰 越 寸 法（h  ） に 、P函

を 上 り 衿 肩明 寸 法（　Ｉ。）と す る 。　 標 付け ： 衿型 を 定 めlo  .    h を 基 準 寸 法 に し て 型 紙 を 製

作 す るp｡ 型 紙 の 衿 付 線 上 に 数 点 の合 標点 を 付 け る。 衿 の 標 付 けは 型 紙 線 上 の 衿 付け 寸 法 と

出 来 上 り 衿 厚 さ を 考慮 し た 衿付 け線 長 さ と の 差,     お よ ぴ各 標 付 け 間 の 身頃 の 伸 び を ゆ る み

分 とし て 合 標 を つ け る 。

Ｃ結 果 ３　I.衿 肩 明 と繰 越 の 採 寸 方 法を 提 案し た 。　2. こ れらCO 寸 法 と好 みの 衿 型（ 標 準 型

V   型,     U 型 ）を 採 用 す る こと に よ り 衿 付 線 を 規 定で き る。　3. 衿 付 け 時 の ゆ る み 寸 法 を生

地 の 性 質 と 曲 線 長 か ら 算 出 す る 。　4. 合 標 を 身 頃 と 衿 の 数 ヶ所 に 付 け る ので 衿 付 け の 釣 合

い を と る の が 容 易 で あ る 。 以 上の採 寸 法 に よ れば 各寸 法 の 意 味 づ け が な さ れ 教育 上 好 ま し

く 更 に 希 望 す る 衿 付 線 の作 図 。 縫 製 が 可 能 で あ る。　1 ）神田、本田、木下1家政誌2＆501 （1975）


